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ま え が き 

 

平成 31(2019)年２月４日に学校教育法施行規則の一部を改正する省令が公布され、併せて特

別支援学校高等部学習指導要領が公示されました。これに基づく教育課程は、令和４(2022)年

度入学生から学年進行により段階的に適用されることになります。これに先立って、移行措置

として、令和元(2019)年度から総則の一部、総合的な探究の時間が実施されています。また、

令和２(2020)年度入学生から、知的障害者である生徒に対する教育を行う特別支援学校におい

て「特別の教科 道徳」が先行実施されます。 

 新しい学習指導要領は、子どもたちが未来社会を切り拓くために必要な力は、確かな学力、

豊かな心、健やかな体の調和のとれた「生きる力」であることを前提とし、「社会に開かれた

教育課程の実現」、｢主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善｣、｢カリキュラム・マ

ネジメントの推進｣などの基本方針に基づき改訂されています。 

 特別支援教育については、インクルーシブ教育システムの推進などに対応するため、「学び

の連続性を重視した対応」、「一人一人の障害の状態等に応じた指導の充実」、「自立と社会

参加に向けた教育の充実」の観点から、改善が図られています。 

 これからの学校には、教育基本法に示される教育の目的及び目標の達成を目指しつつ、一人

一人の生徒が、自分のよさや可能性を認識するとともに、あらゆる他者を価値のある存在とし

て尊重し、多様な人々と協働しながら様々な社会的変化を乗り越え、豊かな人生を切り拓き、

持続可能な社会の創り手となることができるようにすることが求められています。そのため、

それぞれの学校においては、これまでの学校教育における取組を生かしつつ、必要な学習内容

をどのように学び、どのような資質・能力を身に付けられるようにするのかを教育課程におい

て明確にしながら、社会との連携及び協働により、教育の目的及び目標の実現を図っていくと

いう、社会に開かれた教育課程の実現が重要となります。 

 県教育委員会では、本年度、特別支援学校教育課程編成の手引（高等部）作成委員会を設置

して、教育課程編成の在り方について調査研究を行うとともに、各学校が適切に教育課程を編

成し実施するための参考資料として、教育課程編成に関する基本事項をまとめた手引を作成し

ました。 

 手引の内容は、「特別支援学校学習指導要領解説」に準拠し、さらに本県独自の観点から、

「個別の教育支援計画（例）」、「知的障害者である生徒に対する教育を行う特別支援学校の

各教科の目標及び内容」などを分かりやすく図表化して盛り込みました。また、重要な事項や

配慮すべき事項は、「ポイント解説」として要所に囲み欄を設けました。 

 各学校においては、法令及び特別支援学校高等部学習指導要領の示すところに基づき、本書

を十分に御活用いただき、創意工夫を生かした特色ある教育課程を編成し実施されることを期

待します。 

 最後に、本書の作成に当たり、御尽力くださいました特別支援学校教育課程編成の手引（高

等部）作成委員会の委員各位に厚く御礼申し上げます。 

 

  令和２(2020)年３月 

                    栃木県教育委員会事務局 

                       特別支援教育室長  松 本 美 智 代 
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